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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と、前記基地局装置により通信フレームを構成する複数の無線通信チャネル
のうち少なくとも一部を割り当てられて通信を行う移動局装置と、を含む移動体通信シス
テムであって、
　前記基地局装置は、
　通信データを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネルを指定し
た割当チャネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局装置との間で送受信
するデータの変調方式を指定した情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式により
変調される制御情報に誤り検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信チャネ
ルを、前記通信フレームから割り当てる割り当て手段と、
　前記割り当て手段により割り当てられた無線通信チャネルで、前記制御情報を送信する
制御情報送信手段と、を含み、
　前記移動局装置は、
　前記制御情報送信手段により送信された制御情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて、前記割当
チャネル情報の誤りを検出する誤り検出手段と、
　前記誤り検出手段により誤りが検出された通信フレームの割当チャネル情報により指定
される無線通信チャネルを用いて信号を送信しないように制御する送信制御手段と、を含
む、



(2) JP 4969637 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする移動体通信システム。
【請求項２】
　基地局装置と、前記基地局装置により通信フレームを構成する複数の無線通信チャネル
のうち少なくとも一部を割り当てられて通信を行う移動局装置と、により行われる無線通
信方法であって、
　前記基地局装置が、通信データを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通
信チャネルを指定した割当チャネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局
装置との間で用いる変調方式に関する情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式に
より変調される制御情報に誤り検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信チ
ャネルを、前記通信フレームから割り当てる割り当てステップと、
　前記基地局装置が、前記割り当てステップで割り当てた無線通信チャネルで、前記制御
情報を送信する制御情報送信ステップと、
　前記移動局装置が、前記制御情報送信ステップにより送信された制御情報を受信する受
信ステップと、
　前記移動局装置が、前記受信ステップにより受信した制御情報に付加された誤り検出符
号に基づいて、前記割当チャネル情報の誤りを検出する誤り検出ステップと、
　前記移動局装置が、前記誤り検出ステップにより誤りが検出された通信フレームの割当
チャネル情報により指定される無線通信チャネルを用いて信号を送信しないように制御す
る送信制御ステップと、を含む、
　ことを特徴とする無線通信方法。
【請求項３】
　移動局装置に通信フレームを構成する複数の無線通信チャネルのうち少なくとも一部を
割り当てて通信を行う基地局装置であって、
　通信データを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネルを指定し
た割当チャネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局装置との間で用いる
変調方式に関する情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式により変調される制御
情報に誤り検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信チャネルを、前記通信
フレームから割り当てる割り当て手段と、
　前記割り当て手段により割り当てられた無線通信チャネルで、前記制御情報を送信する
制御情報送信手段と、を含み、
　前記制御情報送信手段により送信された制御情報が前記移動局装置に受信され、
　前記受信された制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて、前記移動局装置により
前記割当チャネル情報の誤りが検出され、
　前記移動局装置により誤りが検出された通信フレームの割当チャネル情報により指定さ
れる無線通信チャネルを用いた信号の送信が行われないように前記移動局装置が制御され
る、
　ことを特徴とする基地局装置。
【請求項４】
　移動局装置に通信フレームを構成する複数の無線通信チャネルのうち少なくとも一部を
割り当てて通信を行い、通信データを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線
通信チャネルを指定した割当チャネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動
局装置との間で用いる変調方式に関する情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式
により変調される制御情報に誤り検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信
チャネルを、前記通信フレームから割り当てる割り当て手段と、前記割り当て手段により
割り当てられた無線通信チャネルで、前記制御情報を送信する制御情報送信手段と、を含
む基地局装置と通信を行う移動局装置であって、
　前記制御情報送信手段により送信された制御情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信した制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて、前記割当
チャネル情報の誤りを検出する誤り検出手段と、
　前記誤り検出手段により誤りが検出された通信フレームの割当チャネル情報により指定
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される無線通信チャネルを用いて信号を送信しないように制御する送信制御手段と、を含
む、
　ことを特徴とする移動局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信システムにおいて、通信の干渉を防止する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体通信システムでは、基地局装置と、１又は複数の移動局装置が無線通信を行う。
それぞれの移動局装置には、基地局装置との通信に用いる通信チャネルが割り当てられる
。どの通信チャネルをどの移動局装置に割り当てるかは、基地局装置により決定される。
各移動局装置には、基地局装置で割り当てが決定された通信チャネルの情報（割当チャネ
ル情報）が通知される。そして、各移動局装置では、通知された割当チャネル情報に基づ
いて通信チャネルの設定を行い、基地局装置と通信する（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　従来の移動体通信システムでは、割当チャネル情報が含まれるデータ領域に変調効率を
低くした変調方式を用いることで、割当チャネル情報のデコードの際に誤りが発生するの
を抑えて、割当チャネル情報を誤って取得しないようにしているものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１９０６２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の技術では、移動局装置が受信する信号の受信レベルが低下した場
合には、変調効率を低くしていても割当チャネル情報に誤りを含んだまま取得してしまう
ことがあった。取得した割当チャネル情報に誤りが含まれていると、移動局装置は誤った
通信チャネルを用いて基地局装置に信号を送信してしまい、その結果、送信した信号が、
周囲の基地局装置や移動局装置の通信に干渉してしまうことがあった。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、移動局装置が誤りを
含んで受信した割当チャネル情報を用いてしまうことで、周囲の基地局装置や移動局装置
の通信に干渉してしまうことを防止する移動体通信システム、無線通信方法、基地局装置
及び移動局装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る移動体通信システムは、基地局装置と、前記
基地局装置により通信フレームを構成する複数の無線通信チャネルのうち少なくとも一部
を割り当てられて通信を行う移動局装置と、を含む移動体通信システムであって、前記基
地局装置は、通信データを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネ
ルを指定した割当チャネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局装置との
間で送受信するデータの変調方式を指定した情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調
方式により変調される制御情報に誤り検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線
通信チャネルを、前記通信フレームから割り当てる割り当て手段と、前記割り当て手段に
より割り当てられた無線通信チャネルで、前記制御情報を送信する制御情報送信手段と、
を含み、前記移動局装置は、前記制御情報送信手段により送信された制御情報を受信する
受信手段と、前記受信手段により受信した制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて
、前記割当チャネル情報の誤りを検出する誤り検出手段と、前記誤り検出手段により誤り
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が検出された通信フレームの割当チャネル情報により指定される無線通信チャネルを用い
て信号を送信しないように制御する送信制御手段と、を含む、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明では、基地局装置は、複数の通信チャネルのうち移動局装置に割り当てる少なく
とも一部の無線通信チャネルを決定する。そして、基地局装置は、決定した無線通信チャ
ネルの情報を指定した割当チャネル情報を含む制御情報に、誤り検出符号を付加して送信
する。移動局装置は、送信された制御情報を受信する。そして、移動局装置は、受信した
制御情報に含まれる誤り検出符号に基づいて、誤り検出を行う。移動局装置は、誤り検出
により誤りが検出された場合には、受信した割当チャネル情報により指定された無線通信
チャネルによる信号の送信を行わないようにする。
【０００９】
　本発明によると、移動局装置は、基地局装置から受信した割当チャネル情報に誤りが検
出された場合には、その割当チャネル情報により指定される無線通信チャネルを用いた通
信を行わない。そのため、移動局装置が誤りを含んで受信した割当チャネル情報を用いて
信号を送信することにより、周囲の基地局装置や移動局装置の通信に干渉してしまうのを
防ぐことができる。
【００１０】
　また、本発明に係る無線通信方法は、基地局装置と、前記基地局装置により通信フレー
ムを構成する複数の無線通信チャネルのうち少なくとも一部を割り当てられて通信を行う
移動局装置と、により行われる無線通信方法であって、前記基地局装置が、通信データを
送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネルを指定した割当チャネル
情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局装置との間で用いる変調方式に関す
る情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式により変調される制御情報に誤り検出
符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信チャネルを、前記通信フレームから割
り当てる割り当てステップと、前記基地局装置が、前記割り当てステップで割り当てた無
線通信チャネルで、前記制御情報を送信する制御情報送信ステップと、前記移動局装置が
、前記制御情報送信ステップにより送信された制御情報を受信する受信ステップと、前記
移動局装置が、前記受信ステップにより受信した制御情報に付加された誤り検出符号に基
づいて、前記割当チャネル情報の誤りを検出する誤り検出ステップと、前記移動局装置が
、前記誤り検出ステップにより誤りが検出された通信フレームの割当チャネル情報により
指定される無線通信チャネルを用いて信号を送信しないように制御する送信制御ステップ
と、を含む、ことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る基地局装置は、移動局装置に通信フレームを構成する複数の無線通
信チャネルのうち少なくとも一部を割り当てて通信を行う基地局装置であって、通信デー
タを送受信するために前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネルを指定した割当チャ
ネル情報と、当該指定した無線通信チャネルで前記移動局装置との間で用いる変調方式に
関する情報とを含み、変調効率を抑えた固定の変調方式により変調される制御情報に誤り
検出符号を付加して前記移動局装置に送信する無線通信チャネルを、前記通信フレームか
ら割り当てる割り当て手段と、前記割り当て手段により割り当てられた無線通信チャネル
で、前記制御情報を送信する制御情報送信手段と、を含み、前記制御情報送信手段により
送信された制御情報が前記移動局装置に受信され、前記受信された制御情報に付加された
誤り検出符号に基づいて、前記移動局装置により前記割当チャネル情報の誤りが検出され
、前記移動局装置により誤りが検出された通信フレームの割当チャネル情報により指定さ
れる無線通信チャネルを用いた信号の送信が行われないように前記移動局装置が制御され
る、ことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る移動局装置は、移動局装置に通信フレームを構成する複数の無線通
信チャネルのうち少なくとも一部を割り当てて通信を行い、通信データを送受信するため
に前記移動局装置に割り当てる無線通信チャネルを指定した割当チャネル情報と、当該指
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定した無線通信チャネルで前記移動局装置との間で用いる変調方式に関する情報とを含み
、変調効率を抑えた固定の変調方式により変調される制御情報に誤り検出符号を付加して
前記移動局装置に送信する無線通信チャネルを、前記通信フレームから割り当てる割り当
て手段と、前記割り当て手段により割り当てられた無線通信チャネルで、前記制御情報を
送信する制御情報送信手段と、を含む基地局装置と通信を行う移動局装置であって、前記
制御情報送信手段により送信された制御情報を受信する受信手段と、前記受信手段により
受信した制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて、前記割当チャネル情報の誤りを
検出する誤り検出手段と、前記誤り検出手段により誤りが検出された通信フレームの割当
チャネル情報により指定される無線通信チャネルを用いて信号を送信しないように制御す
る送信制御手段と、を含む、ことを特徴とする。
 
 
【００１３】
　また、前記基地局装置は、前記基地局装置と前記移動局装置とにおいて共有された共有
情報を用いて、前記制御情報を符号化する符号化手段をさらに含み、前記制御情報送信手
段は、前記符号化手段により符号化された制御情報を送信し、前記移動局装置は、前記受
信手段により受信した前記符号化された制御情報を、前記共有情報を用いて復号化する復
号化手段をさらに含んでもよい。こうすることで、共有情報を有しない他の基地局から送
信される割当チャネル情報や、他の移動局装置に対して送信された割当チャネル情報は復
号化されないようにして、誤った割当チャネル情報に従って信号を送信するのを防止でき
る。
【００１４】
　また、前記符号化は、前記共有情報を用いたスクランブル符号化、としてもよい。こう
することで、符号化、復号化の回路が簡易にでき、それらに要する処理も低負荷にできる
。
【００１５】
　また、前記共有情報は、前記基地局装置と前記移動局装置との少なくとも一方の固有情
報である、としてもよい。こうすることで、通信相手を確実に識別し、誤った割当チャネ
ル情報に従って信号を送信するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】移動体通信システムのシステム構成の一例を示す図である。
【図２】通信フレームの構成の一例を示す図である。
【図３】ＡＳＣＨにおいて送信される制御情報の一例を示す図である。
【図４】基地局装置の機能ブロック図である。
【図５】移動局装置の機能ブロック図である。
【図６】固定変調データの生成処理のフロー図である。
【図７】スクランブルシーケンスを生成するシフトレジスタの一例である。
【図８】誤り訂正符号化回路の一例である。
【図９】移動局装置における受信信号の復調処理のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の好適な実施の形態（以下、実施形態とする）について、図面を参照しつ
つ詳細に説明する。
【００１８】
　図１には、本実施形態に係る移動体通信システムのシステム構成の一例を示す。移動体
通信システム１では、通信領域内には、セルが複数配置される。各セルには、それぞれ基
地局装置１０（１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ）が配置される。移動局装置１００（１００Ａ，
１００Ｂ，１００Ｃ）は、通信領域内において位置する場所に応じて通信状態の良好な基
地局装置１０と無線通信を行う。例えば、図１に示される通信環境においては、移動局装



(6) JP 4969637 B2 2012.7.4

10

20

30

40

50

置１００Ａ，１００Ｂは基地局装置１０Ａと、移動局装置１００Ｃは基地局装置１０Ｃと
通信を行っているものとする。
【００１９】
　本実施形態に係る移動体通信システム１においては、移動局装置１００は、ＴＤＤ方式
により基地局装置１０とデータの送受信を行い、またＴＤＭＡ方式およびＯＦＤＭＡ方式
により多重通信を行う。
【００２０】
　図２には、ＴＤＭＡ／ＴＤＤによるタイムスロット構成（１ＴＤＭＡフレーム分）およ
びＯＦＤＭＡによるサブチャネル構成の一例を示す。図２に示されるように、アップリン
ク（移動局装置１００から基地局装置１０への信号）と、ダウンリンク（基地局装置１０
から移動局装置１００への信号）とは共に４つのタイムスロットから構成される。そして
、各スロットは、複数のサブチャネルにより構成される。図２に示されるフレーム構成に
おいて、ＥＳＣＨとは拡張サブチャネル、ＡＳＣＨとはアンカーサブチャネルとして割り
当てられたサブチャネルのことを示している。
【００２１】
　ＥＳＣＨとは、移動局装置１００との通信データの送受信に主に用いられる通信チャネ
ルである。移動局装置１００には、１又は複数のＥＳＣＨ（拡張サブチャネル）が通信チ
ャネルとして割り当てられる。
【００２２】
　ＡＳＣＨとは、複数のサブチャネルのうちから特定された１つのサブチャネルであって
、移動局装置１００と基地局装置１０との通信に関する制御情報を主に送受信するために
用いられるサブチャネルである。
【００２３】
　図３には、ＡＳＣＨにより送信される制御情報の一例を示す。図３に示されるように、
制御情報には、ＭＡＰ、ＡＣＫ、ＭＩ、ＣＲＣ、ＴＡＩＬのそれぞれのデータが含まれる
。
【００２４】
　ＭＡＰとは、基地局装置１０が利用可能な複数のサブチャネルのうち、移動局装置１０
０に割り当てるサブチャネルを指定する割当チャネル情報である。
【００２５】
　ＡＣＫとは、移動局装置１００又は基地局装置１０において、データの送信側から送信
されたデータがデータの受信側で正常に受信できたことを伝達するための情報である。
【００２６】
　ＭＩとは、適応変調領域についての変調方式を指定する識別子情報である。適応変調領
域とは、主に通信データが搬送されるデータ領域である。なお、制御情報については、デ
コードの際の誤りの発生を抑えるために、変調効率を抑えた固定の変調方式が用いられる
。
【００２７】
　ＣＲＣとは、データの誤りを検出するＣＲＣ（巡回冗長検査）符号の値を格納した情報
である。ＣＲＣ符号は、ＭＡＰ、ＡＣＫ、ＭＩを含むＣＲＣ演算領域について生成される
。なお、同一のデータからは同一のＣＲＣ符号が生成される。
【００２８】
　ＴＡＩＬとは、符号化回路を構成するシフトレジスタの値を０に初期化するために付加
されるビットである。
【００２９】
　また、図３におけるスクランブル領域とは、ＣＲＣ演算領域にＣＲＣを加えたデータ領
域であって、このデータ領域にはスクランブル符号化が施される。なお、スクランブル符
号化の詳細については後述する。
【００３０】
　ＡＳＣＨについては、移動局装置１００が基地局装置１０にリンクの確立を要求した際
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に割り当てられる。そして、ＡＳＣＨにより、基地局装置１０との通信に割り当てられる
通信チャネル（ＥＳＣＨ）を示す割り当てチャネル情報（ＭＡＰ情報）を含む制御情報が
通知される。
【００３１】
　本発明に係る移動局装置１００では、受信した制御情報に含まれる誤り検出符号（ＣＲ
Ｃ符号）に基づいて誤り検出が行われる。ここで、データの誤りが検出された場合には、
受信したＭＡＰ情報により指定されるサブチャネルを用いた上り信号の送信を行わないよ
うにする。また、送信される制御情報において、ＣＲＣ演算領域にＣＲＣ符号を加えたス
クランブル領域について所期の移動局装置１００においてのみ正常に復号化されるような
スクランブル符号化を施して、移動局装置１００（例えば１００Ａ）が他の基地局装置１
０（例えば１０Ｂ，１０Ｃ）から送信された制御情報、又は、他の移動局装置１００（例
えば１００Ｂ，１００Ｃ）に向けて送信された制御情報を受信してＭＡＰ情報を設定しな
いようにする。
【００３２】
　以下、上記の処理を実現するために本実施形態に係る移動体通信システム１が備える構
成及び、各構成により行われる処理の詳細を説明する。
【００３３】
　本実施形態に係る基地局装置１０と移動局装置１００の機能ブロック図をそれぞれ図４
、図５に示す。
【００３４】
　図４に示されるように、基地局装置１０は、機能的な構成として、通信部２０、信号処
理部３０、制御部５０を含む。また、信号処理部３０は、シンボル同期部３２、フーリエ
変換部３４、タイミング推定部３６、周波数・チャネル推定部３８、復調部４０、固定変
調データ生成部４２、適応変調データ生成部４４、変調部４６、逆フーリエ変換部４８を
含み構成される。
【００３５】
　また、図５に示されるように、移動局装置１００は、機能的な構成として、通信部１２
０、信号処理部１３０、制御部１５０を含む。信号処理部１３０は、シンボル同期部１３
２、フーリエ変換部１３４、タイミング推定部１３６、周波数・チャネル推定部１３８、
復調部１４０、固定変調データ復調部１４０Ａ、適応変調データ復調部１４０Ｂ、固定変
調データ生成部１４２、適応変調データ生成部１４４、変調部１４６、逆フーリエ変換部
１４８を含み構成される。
【００３６】
　以下、基地局装置１０と移動局装置１００のそれぞれの備える機能ブロックにおいて行
われる処理の詳細を説明する。
［基地局装置１０の処理］　
　まず、基地局装置１０における上り信号の受信処理について説明する。
【００３７】
　通信部２０では、アンテナ２２を介して移動局装置１００から送信された搬送帯域の信
号が受信される。受信された信号は、増幅、中間周波数への変換、Ａ／Ｄ変換が施された
後に、ＯＦＤＭベースバンド信号に変換される。
【００３８】
　シンボル同期部３２では、通信部２０から出力されたＯＦＤＭベースバンド信号のＯＦ
ＤＭシンボルに含まれるガードインターバルを用いてシンボル同期が行われる。ガードイ
ンターバル部分はＯＦＤＭシンボルの後半部分との相関があるため、相関を検出すること
でＯＦＤＭシンボルの先頭位置の検出が行われる。そして、検出されたＯＦＤＭシンボル
の先頭位置に基づいてシンボル同期が行われる。
【００３９】
　フーリエ変換部３４では、シンボル同期部３２において検出されたシンボルの先頭位置
間の間隔により決定される伝送シンボルの有効期間長をＴｓ、ＯＦＤＭの搬送波数をＮと
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すると、通信部２０により出力されたＯＦＤＭベースバンド信号が、Ｔｓ／Ｎのサンプリ
ング間隔で有効期間長に渡ってサンプリングされる。そして、サンプリングされたデータ
は、Ｎ個の信号として直並列変換された後に出力される。出力されたＮ個のサンプリング
データは、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）によって、各搬送波を変調する複素シンボル列が
抽出される。なお、Ｔｓ／Ｎのサンプリング間隔が一定であれば該離散フーリエ変換（Ｄ
ＦＴ）は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）へと置き換えることが可能である。抽出されたシ
ンボルは、並直列変換された後に周波数領域のＯＦＤＭ復調信号として出力される。
【００４０】
　タイミング推定部３６、及び、周波数・チャネル推定部３８では、フーリエ変換部３４
により出力されたＯＦＤＭ復調信号について伝送路の特性による影響を補正する処理が行
われる。伝送路の特性は、ＯＦＤＭ復調信号内のパイロットシンボルを用いて推定される
。そして、タイミング推定部３６では、ＯＦＤＭ復調信号について時間方向の補間が行わ
れ、次に、周波数・チャネル推定部３８では、ＯＦＤＭ復調信号の周波数方向の内挿が行
われる。
【００４１】
　復調部４０では、タイミング推定部３６、及び、周波数・チャネル推定部３８において
伝送路の特性による影響が補正されたＯＦＤＭ復調信号に基づいて、データビット列が復
元される。データビット列の復元は、ＯＦＤＭ復調信号の変調方式に応じたシンボル判定
により行われる。復調部４０により復調されたデータビット列は、制御部５０に出力され
る。
【００４２】
　次に、基地局装置１０における下り信号の送信処理について説明する。
【００４３】
　制御部５０では、受信した上り信号に基づいて、各サブチャネルの通信品質が判断され
る。そして、判断された通信品質に基づいて、移動局装置１００に割り当てる通信サブチ
ャネルや、適応変調データ（通信データ）の変調方式等が決定される。そして、制御部５
０では、上記決定された情報に基づいて、制御情報（ＭＡＰ、ＡＣＫ、ＭＩ）が生成され
る。
【００４４】
　固定変調データ生成部４２では、制御部５０で生成された制御情報に基づいて、固定変
調データが生成される。固定変調データ生成部４２における固定変調データの生成処理の
詳細については、図６に示されるフロー図を参照しつつ説明する。
【００４５】
　図６に示されるように、固定変調データ生成部４２では、制御部５０から制御情報（Ｍ
ＡＰ、ＡＣＫ、ＭＩ）を受け付ける（Ｓ１０１）。そして、ＭＡＰ、ＡＣＫ、ＭＩにより
構成されるＣＲＣ演算領域（図３参照）についてＣＲＣ符号を計算する（Ｓ１０２）。計
算されたＣＲＣ符号は、ＣＲＣ演算領域の後方に付加される（Ｓ１０２）。
【００４６】
　次に、ＣＲＣ演算領域にＣＲＣ符号が付加されて形成されるスクランブル領域（図３参
照）と同じデータ長のスクランブルシーケンスを生成する（Ｓ１０３）。スクランブルシ
ーケンスは、例えば、図７に示されるシフトレジスタＳ０～Ｓ１５に、基地局装置１０の
識別子であるＣＳ－ＩＤを初期値として入力することにより生成される。初期値として用
いる情報は、基地局装置１０と移動局装置１００により事前にネゴシエーションして決定
することとしてもよい。
【００４７】
　そして、スクランブル領域のデータと、上記生成されたスクランブルシーケンスとのＥ
ｘＯＲをとることにより、スクランブル領域のデータにスクランブル符号化が施される（
Ｓ１０４）。
【００４８】
　スクランブル符号化が施されたスクランブル領域のデータについて、例えば、図８に示
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す８ＰＳＫトレリス符号回路により、誤り訂正符号化が施される（Ｓ１０５）。誤り訂正
符号化が施されたスクランブル領域のデータの最後には、ＴＡＩＬビットとして０が付加
される（Ｓ１０５）。上述の通り、ＴＡＩＬビットは、符号化回路のシフトレジスタの値
を０にするために付加されるものである。
【００４９】
　以上のようにして、固定変調データ生成部４２において、変調方式を固定とする固定変
調データ（制御情報を含む）が生成される。
【００５０】
　次に、適応変調データ生成部４４では、適応変調データが生成される。適応変調データ
とは主に、ＥＳＣＨにより搬送される通信データである。適応変調データは、移動局装置
１００に伝達されるデータビット列に、シンボルインターリーブ、スクランブル符号化、
ＣＲＣ符号の付加、誤り訂正符号化等の所定の符号化が施されることにより生成される。
【００５１】
　変調部４６では、固定変調データ生成部４２において形成された固定変調データについ
ては、固定の変調方式に従って、複素シンボル列に変換される。また、適応変調データ生
成部４４において形成された適応変調データについては、制御情報に含まれるＭＩにより
指定される変調方式に従って、複素シンボル列に変換される。
【００５２】
　逆フーリエ変換部４８では、変調符号部により生成された複素シンボル列が、Ｎ個のシ
ンボル列として直並列変換されて出力される。出力されたＮ個のシンボル列は、逆フーリ
エ変換部４８において、一括変換されてＮ個のＯＦＤＭシンボルの標本値が生成される。
得られた標本値は、並直列変換された後に、連続した時間領域の複素ＯＦＤＭベースバン
ド信号として出力される。
【００５３】
　通信部２０では、逆フーリエ変換部４８により出力される複素ＯＦＤＭベースバンド信
号の各シンボルの後半のＴｇの長さのガードインターバル（ＧＩ）が、各シンボルの先頭
に加えられる。ＧＩが付加された複素ＯＦＤＭベースバンド信号の実部に対して搬送波周
波数が掛け合わされて、搬送帯域のＯＦＤＭ信号が出力される。出力されたＯＦＤＭ信号
は、通信部２０において増幅された後、アンテナ２２を介して移動局装置１００に向けて
送信される。
［移動局装置１００の処理］　
　次に、移動局装置１００における下り信号の受信処理について説明する。
【００５４】
　通信部１２０では、アンテナを介して基地局装置１０により送信された信号が受信され
る。受信された信号は、増幅、中間周波数への変換、Ａ／Ｄ変換が施された後に、ＯＦＤ
Ｍベースバンド信号に変換される。
【００５５】
　シンボル同期部１３２では、通信部１２０から出力されたＯＦＤＭベースバンド信号に
含まれるガードインターバルを用いてシンボル同期が行われる。
【００５６】
　フーリエ変換部１３４では、ＯＦＤＭベースバンド信号をフーリエ変換することによっ
て、各搬送波を変調する複素シンボル列が抽出される。抽出されたシンボルは、並直列変
換された後に周波数領域のＯＦＤＭ復調信号として出力される。
【００５７】
　タイミング推定部１３６では、ＯＦＤＭ復調信号について時間方向の補間が行われ、次
に、周波数・チャネル推定部１３８では、ＯＦＤＭ復調信号の周波数方向の内挿が行われ
る。こうして、フーリエ変換部１３４により出力されたＯＦＤＭ復調信号について伝送路
の特性による影響が補正される。
【００５８】
　なお、上記の通信部１２０、シンボル同期部１３２、フーリエ変換部１３４、タイミン
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グ推定部１３６、周波数・チャネル推定部１３８における処理の詳細は、基地局装置１０
において説明した信号の受信処理と重複するため、ここでは省略する。
【００５９】
　そして、復調部１４０では、タイミング推定部１３６により出力されるＯＦＤＭ復調信
号からデータビット列が復調される。復調部１４０は、固定変調データ復調部１４０Ａと
、適応変調データ復調部１４０Ｂを含み、各部ではそれぞれ、固定変調データの復調と、
適応変調データの復調が行われる。復調部１４０において行われる復調処理については、
図９のフロー図を参照しつつ説明する。
【００６０】
　固定変調データ復調部１４０Ａには、ＯＦＤＭ復調信号が入力される（Ｓ２０１）。そ
して、入力されたＯＦＤＭ復調信号に対して、誤り訂正処理が行われる（Ｓ２０２）。そ
して、誤り訂正が行われた後に、ＯＦＤＭ復調信号に含まれる固定変調データのうち、ス
クランブル符号化されたスクランブル領域のデータが取得される（Ｓ２０２）。
【００６１】
　そして、固定変調データ復調部１４０Ａでは、スクランブル領域と同じデータ長のスク
ランブルシーケンスが生成される（Ｓ２０３）。このスクランブルシーケンスは、基地局
装置１０における処理と同様にして、図７に示されるようなシフトレジスタ回路に、基地
局装置１０のＣＳ－ＩＤを初期値として入力して生成される。そして、固定変調データ復
調部１４０Ａにおいては、生成したスクランブルシーケンスと、受信して得たスクランブ
ル領域のデータとのＥｘＯＲをとることで復号化（デスクランブル）する（Ｓ２０４）。
【００６２】
　固定変調データ復調部１４０Ａでは、復号化されたスクランブル領域のデータについて
、ＣＲＣ符号に基づく誤り検出が行われる（Ｓ２０５）。誤り検出は、スクランブル領域
のデータを、生成多項式の示すビット列により除算し、余りがなければデータが正確なも
のであると判断し、余りがあればデータに誤りがあるものと判断することで行われる。
【００６３】
　固定変調データ復調部１４０Ａにおいて、復号化された固定変調データ（ＭＡＰ情報を
含む制御情報）に誤りが検出された場合には（Ｓ２０６：Ｙ）、制御部１５０では、通信
チャネルの割り当てがなかったものとして設定する（Ｓ２０７）。これにより、誤りを含
むＭＡＰ情報に従って、信号が送信されないようにする。また、固定変調データ復調部１
４０Ａにおいて、復号化された固定変調データに誤りが検出されなかった場合には（Ｓ２
０６：Ｎ）、制御部１５０は、受信したＭＡＰ情報に従って、利用する通信チャネル（Ａ
ＳＣＨ、ＥＳＣＨ）を設定する（Ｓ２０８）。
【００６４】
　適応変調データ復調部１４０Ｂでは、制御情報のＭＩに示される変調方式に応じたシン
ボル判定により、適応変調データがデータビット列に復調される。復調されたデータビッ
ト列は、制御部１５０に出力される。
【００６５】
　移動局装置１００による信号の送信処理に関しては、ＡＳＣＨにより受信した固定変調
データ（ＭＡＰ情報を含む制御情報）に誤りが検出されなかった場合には、ＭＡＰ情報に
基づいて設定された通信チャネルを使用して通信が行われる。一方で、固定変調データに
誤りが検出された場合には、通信チャネルが割り当てられなかったとして設定されるため
、誤りが検出されたＭＡＰ情報に基づいた信号の送信は行われない。
【００６６】
　以上説明した本発明の実施の形態に係る移動体通信システムによると、割当チャネル情
報が含まれる制御情報に付加された誤り検出符号に基づいて、受信した制御情報に誤りが
検出された場合には、その割当チャネル情報に従って通信チャネルを設定しないようにす
る。こうして、誤った割当チャネル情報に基づいて信号を送信することで、周囲の基地局
装置や移動局装置の通信に干渉するのを防止することができる。また、割当チャネル情報
を含む制御情報について、基地局装置と移動局装置とで共有された情報を用いてスクラン
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ブル符号化することで、誤った割当チャネル情報を復号化できないようにする。こうする
ことで、誤った割当チャネル情報に基づいて信号を送信するのを防止できる。
【００６７】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されるものではない。
【００６８】
　例えば、上記の実施形態では、スクランブル符号化のためのスクランブルシーケンスを
生成する際に、基地局装置のＣＳ－ＩＤを用いているが、これを移動局装置のＰＳ－ＩＤ
にしても構わないし、それ以外の識別情報を用いることとしてもよい。
【００６９】
　また、上記の実施形態では、ＯＦＤＭＡ方式の移動体通信システムに本発明を適用した
が、本発明は、その他のマルチチャネル通信方式を採用する移動体通信システムにも適用
可能である。
【符号の説明】
【００７０】
　１　移動体通信システム、１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ　基地局装置、２０　通信部
、２２　アンテナ、３０　信号処理部、３２　シンボル同期部、３４　フーリエ変換部、
３６　タイミング推定部、３８　周波数・チャネル推定部、４０　復調部、４２　固定調
データ生成部、４４　適応変調データ生成部、４６　変調部、４８　逆フーリエ変換部、
５０　制御部、１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ　移動局装置、１２０　通信部、
１２２　アンテナ、１３０　信号処理部、１３２　シンボル同期部、１３４　フーリエ変
換部、１３６　タイミング推定部、１３８　周波数・チャネル推定部、１４０　復調部、
１４０Ａ　固定変調データ復調部、１４０Ｂ　適応変調データ復調部、１４２　固定変調
データ生成部、１４４　適応変調データ生成部、１４６　変調部、１４８　逆フーリエ変
換部、１５０　制御部。
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